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じめとしてクログワイの発生始めがノ
ビエの処理晩限 3葉より遅い場合に
は 1回処理では完全防除は困難なの
で，クログワイに有効な薬剤との組み
合わせで防除する必要があると考えら
れる。

(3) コウキヤガラ

水稲の移植時期とコウキヤガラの発
生始めまで日数及びコウキヤガラの草
丈 30㎝まで日数及びノビエ 3葉まで
日数の関係を図 -7 に示した。コウキ
ヤガラの発生始めは，コウキヤガラが
代かき前に既に発生していて，代かき
で十分に土中に埋没させることが前提
になっているので，ここの試験事例で
も発生始めは移植後２日～ 6日であ
る。一方，問題雑草一発処理剤のコウ
キヤガラに対する処理晩限である草
丈 30㎝の時期は移植時期が早いほど
遅く，移植時期が遅いほど早く移植後
10 日頃であった。また，ノビエ 3葉
になるまでの日数は移植時期が早いほ
ど遅く移植時期が遅いほど早く，コウ
キヤガラの草丈 30㎝まで日数とほぼ
同じ日数であった。
問題雑草一発処理剤をコウキヤガラ

を対象に使用する場合，コウキヤガラ
の有効適用範囲の発生始めについては
一般雑草の適用早限に近く，処理時期
として問題にならない。しかし，コウ
キヤガラの処理晩限である草丈 30㎝
は一般雑草の処理晩限ノビエ 3葉に
なるころであり，コウキヤガラは発生
が早く生育が旺盛で，処理晩限になら
なくても発生密度が高いとコウキヤガ
ラの雑草害により水稲の生育が抑制さ
れることがあるので，コウキヤガラを
対象にする場合には，なるべく早く処
理する必要がある。

4. おわりに

以上のように，問題雑草一発処理剤
に適用がある薬剤でも，ノビエをはじ
めとする一般雑草の適用範囲内でそれ

ぞれの問題雑草を 1回処理で効果的
に防除するためには，表 -5 に示した
ように取りまとめられる。
なお，オモダカ，クログワイ，コウ
キヤガラの生育ステージや処理時期の
目安とする日数等については，当協会
の適用性試験データを基にしている。
これらの日数については地域や移植時
期，気象条件によっても前後するため，
実際に薬剤を使用する際は，その水田
における雑草の発生状態を確認し，処
理時期を逸しないようにしていただき
たい。
また，当協会では，問題雑草に苦慮
する生産者が最適な除草剤を選択しや
すいよう，登録薬剤に対し「問題雑草
一発処理のロゴマーク（図 -8）」を提
供しており，マーク上部に一発処理で
対応可能な問題雑草名の記載がある。

図-6　 ノビエ 3葉まで日数とクログワイ発生始めまで日数の関係
注）  植調協会，水稲除草剤適２試験，平成24年～平成28年のデータ
による。
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表-5　問題雑草一発処理剤の使用方法
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表 -5　 問題雑草一発処理剤の使用方法　

小山・阿部・橋本・濱村：水田における問題雑草の生態的特性と問題雑草一発処理剤の効果的な使い方　9

なお，一部の市販薬剤にはロゴマーク
を使用していないものもある。
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図-8　 問題雑草一発処理のマーク

　マメ科ミヤコグサ属の多年草。全国の道端，線路際，農道・
畦などで普通にみられる。高さ 10cmから 50cmほど。茎は
束生し，直立するか地上を這う。春から秋まで花をつけるが，
春の花が一番よく目立つ。黄色から鮮黄色の烏帽子に似たこの
蝶形花は，タンポポなどのキク科の黄色の頭状花に比べるとず
いぶんと可愛い。
　日本在来とも史前帰化植物とも。名前の「都草」は，牧野富
太郎は，「昔京都の大仏の前，耳塚付近に多かった」からだと
いい，また一説には都，京とも奈良ともいうが，その都の近く
で咲き誇っていたから名付けられたともいう。
　牧野の言う京都の大仏の前の耳塚は，豊臣秀吉が朝鮮戦役の
際に持ち帰った敵方の耳や鼻を祭った塚だという。その塚の周
りに本草があったからだとすると，秀吉の頃までこの草が目立
たなかったということになる。しかし本種が在来とも史前帰化
植物ともいうことからすると，やはりかつての都に多く，目立っ

ていたからと考えたい。
　こんなことを想像してみた。
　時は 7世紀半ば，飛鳥時代。天皇の住まう宮は，難波，大津，
飛鳥とあちこち移っていた。額田王も宮の移ろいとともに住ま
いを移していた。ある時，きらびやかな唐衣をまとった額田王
が宮の外に広がる田に出てみたところ，畦に咲く鮮黄色のこの
花に出会った。「あぁ，これは飛鳥の都に咲いていた『都草』。
ここも先の都のように麗しくなるに違いない」と思ったかどう
か。額田王も天武天皇も，それこそ柿本人麻呂や大伴家持など，
多くの万葉人の目につかないはずはないと思うのだが，万葉集
に都草を詠った歌はない。
　だからという訳ではないが，万葉人が転々とする都を思って
詠むとするとこんな歌だろうかと駄作の折句を詠んでみた。
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